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「2016 年５月期 第 1四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 28 年５月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、

添付の「2016 年５月期 第１四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 

また、本資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。 
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2015年９月14日
アスクル株式会社

2016年５月期 第１四半期連結業績概要

１Ｑ当期純利益10倍、過去最高益更新
～LOHACO売上高は前１Ｑ比175％、ＴＶＣＭでさらなる躍進をめざす～
～ＢtoＢも戦略カテゴリが牽引し２桁成長、物流は新たなステージへ～

https://www.askul.co.jp/kaisya/


（ご注意）
本資料には、当社グループの現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。
これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想
などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。
なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における「LOHACO」とは、ヤフー株式会社との提携により2012年10月にスター
トした一般消費者向けのオンライン通信販売事業のサービス名称です。
「ＢtoＢ」とは、企業(Business)と企業(Business)との間で行われる取引を指します。
「ＭＲＯ」とは、Maintenance, Repair and Operationの略であり、この資料では主に企業
が現場で消費する間接材を指します。

本資料の全部またはその一部（商標・画像等を含む）について、加工の有無を問わず
当社の許可なく複製および転載することを禁じます。
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Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況

Ⅳ 物流力の強化
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百万円 ％ 百万円 ％ ％

63,037 100.0 72,794 100.0 115.5

13,576 21.5 16,583 22.8 122.2

13,194 20.9 13,667 18.8 103.6

381 0.6 2,916 4.0 765.1

404 0.6 2,908 4.0 719.2

182 0.3 1,854 2.5 1,015.0

販売費および

一般管理費

経常利益

親会社株主に帰属する

当期純利益 ※

営業利益

売上高

売上総利益

15/５期 １Ｑ 16/５期 １Ｑ

売上高

比率

売上高

比率

前年

同期比

 売上高は２桁成長達成
前年同期比115.5％

 売上総利益率改善
前年同期差＋1.3pt

 販管費比率改善
前年同期差△2.1pt

 大幅増益、過去最高益更新
前年同期比で
営業利益は７倍超
当期純利益は10倍超

16/５期 第１四半期 連結業績

3

※企業結合会計基準、連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則等の改正を踏まえ表記しております。
なお15/５期 １Ｑ実績においては、当期純利益となります。



15/５期 １Ｑ

億円 億円
前年同期比

％

590 656 111.3

40 71 175.4

630 727 115.5

12 36 285.3

2.2% 5.6%

△ 9 △ 7 －

3 29 765.1

ＢtoＢ事業等

LOHACO

連結合計

(営業利益率）

ＢtoＢ事業等

LOHACO

営
業
利
益

売
上
高

連結合計

16/５期 １Ｑ

16/５期 第１四半期 連結業績 【事業別】

売上高
ＢｔｏＢ事業等は２桁成長

LOHACOは
前年同期比175.4％

営業利益
ＢｔｏＢ事業等は
前年同期比285.3％
営業利益率は5.6％

LOHACOは
着実に収益性改善
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15/５期および16/５期 第１四半期 連結業績 営業利益率推移

18%

19%

20%

21%

22%

23%

24%

25%

26%

27%

28%

-5%

-4%

-3%

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

１Ｑ期間 ２Ｑ期間 ３Ｑ期間 ４Ｑ期間 １Ｑ期間

売上総利益率改善
・継続的な原価低減活動
・価格改定（競争優位は堅持）

販管費比率改善し
安定推移

・償却費等の固定費圧縮

営業利益率改善

営業利益率

販管費比率

売上総利益率

15/５期 16/５期 5



16/５期 第１四半期連結業績の進捗状況

予実対比

売上高 ＋30億円

営業利益 ＋７億円

当期純利益 ＋４億円

１Ｑは好調に推移
6

LOHACOのTVCM
の反響および

物量増への対応を
見極める

必要に応じて
業績修正



ＢtoＢ事業は収穫逓増を加速
全ての仕事場で圧倒的No.１を目指す

LOHACOはさらなる積極販促の展開と
収益構造改革にチャレンジ

16/５期の全社方針
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Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況

Ⅳ 物流力の強化



ＢtoＢ
事業所向け

9

https://askulmed.jp/mp/member/top/top.do
https://askulmed.jp/mp/member/top/top.do
http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/
http://www.soloelarena.com/
http://www.soloelarena.com/
https://www.soloel.com/
https://www.soloel.com/


02/５期 04/５期 06/５期 08/５期 10/５期 12/５期 14/５期 16/５期11

ＢtoＢ事業等の売上高
第２成長本格化

東
日
本
大
震
災

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

実績・計画 10

2,745
億円

http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/


＝

98%

100%

102%

104%

106%

108%

110%

112%

13/５期

通期

14/５期

通期

15/５期

通期

16/５期

１Ｑ

お客様数増

買い上げ点数増

１点あたりの
買い上げ単価上昇

×

売上高
２桁成長へ

お客様数

売上高

お客様単価

11

単体ＢtoＢ事業 売上高・お客様数・お客様単価 前年同期比推移



戦略カテゴリ好調
ＢtoＢ事業等の

成長牽引

ＢtoＢ事業等 品目別売上高 前年同期比推移
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100%

110%

120%

13/５期 14/５期 15/５期 16/５期
通期 通期 通期 １Ｑ

ＭＲＯ＋メディカル
122.4％

生活用品
114.8％

ＢtoＢ事業等

111.3％



現場のアスクル 2015～2016号
2015年10月１日発刊予定

ＭＲＯ事業 10月から本格的なカタログ展開へ

ページ数2.5倍
（128 ⇒ 340ページ）

取扱商品数3.7倍
（約3,000 ⇒ 約10,000点）

業種を意識した汎用品

ＰＢ強化
13



家庭紙 洗
剤

飲料

シ
ャ
ン
プ
ー

メディカルカタログもさらに進化

取扱商品数

需要の高い生活用品も加わり

約600アイテム増
（約7,900 ⇒ 約8,500点）

医療・介護現場の定番品

ＰＢ強化
メディカル＆ケアカタログ 2015年８月発刊

14



「アスクルカタログ2015秋・冬号」
2015年８月発刊

一方で一部商品は
価格改定を実施

オフィス向けカタログ最新号

経費削減ニーズに応え
定番商品は価格維持

競争優位堅持
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04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期 13/５期 14/５期 15/５期 16/５期 

821

SOLOEL ARENAは順調に拡大

SOLOEL ARENA等
売上高金額

（億円）

お客様の
購買管理機能

進化により
アスクル利用が深化

SOLOEL ARENA
前年同期比120％達成

16

（計画）
940

16/５期１Ｑ実績
224億円

前年同期比 120.5％

15/５期１Ｑ実績
186億円



ＢtoＢ事業は収穫逓増を加速
全ての仕事場で圧倒的No.１を目指す

17



Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況

Ⅳ 物流力の強化
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×
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LOHACOの目指す
第２世代ｅコマースとは

いつでも、どこでも
日常使い

日用品のＥＣ

20



0
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２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

13/５期 14/５期 15/５期 16/５期

（億円） LOHACO
四半期別 売上高推移

21

第２世代
ｅコマース

№１に向けて

集客数以上に
売上高が伸張

前年同期比

175％



日本を代表するメーカーが次々と参加

12社

54社LOHACO ＥＣ
マーケティングラボ

参加企業
アサヒ飲料株式会社、アサヒビール株式会社、味の素株式会社、
味の素ゼネラルフーヅ株式会社、株式会社伊藤園、伊藤忠食品株式会社、
江崎グリコ株式会社、エスエス製薬株式会社、エステートレーディング株式会社、
王子ネピア株式会社、大塚製薬株式会社、花王カスタマーマーケティング株式会社、
カゴメ株式会社、片岡物産株式会社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、
キーコーヒー株式会社、キッコーマン飲料株式会社、キッコーマン食品株式会社、
キユーピー株式会社、キリンビール株式会社、キリンビバレッジ株式会社、
株式会社湖池屋、コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、小林製薬株式会社、
サッポロビール株式会社、サントリー酒類株式会社、サントリーフーズ株式会社、
株式会社資生堂、スリーエムジャパン株式会社、大王製紙株式会社、
日清食品株式会社、日本ケロッグ合同会社、日本製紙クレシア株式会社、
ネスレ日本株式会社、ハウス食品株式会社、富士フイルム株式会社、
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社、
ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社、株式会社 Mizkan、メロディアン株式会社、
森永製菓株式会社、UCC上島珈琲株式会社、ユニ・チャーム株式会社、
ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、ライオン株式会社、
株式会社良品計画、ロート製薬株式会社、株式会社ロッテ、和光堂株式会社、
オルビス株式会社、ひかり味噌株式会社、日本ロレアル株式会社、
株式会社三越伊勢丹ホールディングス （敬称略）

味の素株式会社、味の素ゼネラルフーヅ株式会社、
花王カスタマーマーケティング株式会社、
カルビー株式会社、
コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、
スリーエムジャパン株式会社、大王製紙株式会社、
日清食品株式会社、ネスレ日本株式会社、
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社、
ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、
ライオン株式会社 （敬称略）

22

※2015年９月14日時点



８月28日提供開始

“動く写真”で右脳ショッピング
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認知度アップに向け準備完了

２ＱにTVCMを実施、さらなる飛躍をめざす
24

集客を超える売上伸張

新アプリリリース

＋



LOHACOは
さらなる積極販促の展開と
収益構造改革にチャレンジ

25



Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況

Ⅳ 物流力の強化
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物流センターの効率的な活用を実現

Ｔポイント上乗せで
LOHACO出荷を

週末に誘導

必要により
夜間稼動実施

←

受
注
件
数

27

物流センターの稼動に関する考え方（13/５期 ２Ｑ 決算説明資料より）



株式会社エコ配を連結子会社化※

28

アスクルのお客様が多い
東京・名古屋・大阪で

サービス展開

株式会社エコ配の概要

資本金 ： 1,604百万円
従業員 ： 522名 （パート・アルバイト221名含む）
主な事業内容： 軽貨物運送事業/利用貨物運送事業
拠点数 ： 37拠点

環境に優しい
自転車配送

による
配送機能の

強化

※2015年９月29日実施予定の第三者割当増資の引受により実現予定

ＣＯ２を排出しない
自転車での配送



★ 横浜センター
（2016年５月）

リプレイス稼動予定

★

ＢｔｏＢ事業 のみ

ＢｔｏＢ事業 ＋ LOHACO★

★
● 名古屋センター

（2004年９月）

● 仙台ＤＭＣ
（2007年８月）

● ＤＣＭセンター
（2002年４月）

★

完成イメージ

★ ASKUL Logi PARK 首都圏
（2013年７月）

物流能力の大幅増強は対応済み

● 福岡センター
（2016年１月）

リプレイス稼動予定

★ 大阪ＤＭＣ
（2013年５月リニューアル）

最大出荷能力
既存センターの

２倍
に増強

当日・翌日
配送商品

２倍
に増加

最大出荷能力
既存センターの

２倍
に増強

当日・翌日
配送商品

２倍
に増加

29



完成予定地 ASKUL Logi
PARK 福岡

９月２日
建物竣工

マテハン設備
工事を経て

１月稼動予定

30

完成イメージ 福岡市港湾局 提供
※イメージ図は，今後の設計協議等により，変更となることがあります。



着々と
建設進む

５月稼動に
向け

予定通りの
進行

ASKUL Logi
PARK 横浜

31



物流ロボット化にチャレンジ

＜ロボット導入実証補助事業＞

ＥＣ物流センターにおける
商品ピッキングのロボット化事業

日本ロボット工業会の補助金採択

32



33

アスクルとLOHACOの 物流プラットフォーム

https://www.youtube.com/watch?v=XLjlbNGIIFw&feature=player_embedded
https://www.youtube.com/watch?v=XLjlbNGIIFw
https://www.youtube.com/watch?v=XLjlbNGIIFw


付 録
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８月27日自己株式取得終了（2015年５月19日取締役会決議）

（１）自己株式の取得を行った理由

・株主資本利益率（ROE）を含めた資本効率の向上
・１株当たり当期純利益（EPS）等の株主利益の向上

（２）取得の内容

取得した株式 ： 当社普通株式3,400,000株
取得価額の総額 ： 13,281,566,500円
取得期間 ： 2015年５月21日～８月27日

ヤフー株式会社 ：IFRS基準→アスクルを連結対象に
アスクル株式会社 ：日本基準→ヤフー株式会社は引き続き「その他の関係会社」

イコールパートナーシップ精神のもと
LOHACOの成長に注力 35



16/５期 第１四半期 品目別売上高 単体

単体売上高も
過去最高

注力品目は
２桁成長継続

前年同期比 前年同期比

億円 ％ 億円 ％

ＯＡ・ＰＣ 206 103.5 220 106.7

文具 88 104.4 95 108.6

生活用品 161 120.5 211 131.7

ファニチャー 46 109.0 49 106.1

ＭＲＯ 48 117.8 57 119.4

その他
（メディカル等） 35 105.7 41 116.1

合　計 585 109.5 676 115.4

15/５期 １Ｑ 16/５期　１Ｑ

※16/５期よりＭＲＯを区分掲記しております。 36



Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
増
加

Ｍ
Ｒ
Ｏ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業※

に
よ
る
増
加

そ
の
他
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
等

に
よ
る
増
加

※ＭＲＯ・メディカル事業はLOHACO分を除いております。

（億円）

＋30

＋45

＋21 LOHACO
売上高 71億円
前年同期差 ＋30億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 116億円
前年同期差 ＋21億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 539億円
前年同期差 ＋45億円

LOHACO
売上高 40億円
前年同期差 ＋22億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 94億円
前年同期差 ＋11億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 494億円
前年同期差 ＋21億円

16/５期 第１四半期（実績）
売上高 727億円
前年同期差 ＋97億円
前年同期比 115.5％

16/５期 第１四半期 連結売上高の増加要因

15/５期 第１四半期（実績）
売上高 630億円
前年同期差 ＋54億円
前年同期比 109.5％
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15/５期 １Ｑ営業利益
（実績） ３億円

16/５期 １Ｑ営業利益
（実績） 29億円

16/５期 第１四半期（実績）
売上高前年同期比 115.5％
売上総利益率 22.8％
販管費比率 18.8％

16/５期 第１四半期 連結営業利益の増減要因
15/５期 第１四半期（実績）
売上高前年同期比 109.5％
売上総利益率 21.5％
販管費比率 20.9％
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SOLOEL ARENAは順調に拡大

（千社）

（億円）

中堅企業

大手企業

中小事業所

個 人
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821

SOLOEL ARENA等売上金額

SOLOEL ARENA等ご登録企業数

前年同期比120.5％、通期計画114.5％を上回る

15/５期１Ｑ実績186億円

16/５期１Ｑ実績224億円
前年同期比 120.5％
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（計画）
940

http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/
http://www.soloelarena.com/
http://www.soloelarena.com/
http://lohaco.jp/
http://lohaco.jp/
https://www.soloel.com/
https://www.soloel.com/


新カタログ発刊

総ページ数    1,280 ページ

取扱商品数 約 34,000 アイテム

新規取扱商品数 約   2,450 アイテム

オリジナル商品数 約   6,150 アイテム

グリーン商品数 約 12,400 アイテム

＜参考＞ 2015春･夏号（前号）の概要

　　　　　　　総ページ数 ：1,280ページ

　　　　　　　取扱商品数：約33,600アイテム

「アスクルカタログ2015秋・冬号」
2015年８月発刊 40



新カタログ発刊～競争力～

競争力
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新カタログ発刊～独自性～

独自性
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新カタログ発刊～付加価値～

付加価値
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売上総利益額 165 億円 前年同期差 ＋30億円
売上総利益率 22.8％ 前年同期差 ＋1.2ポイント

 継続的な原価低減活動、価格改定（競争優位は堅持）

16/５期 １Ｑ 連結 売上総利益、販売費および一般管理費

販管費 136億円 前年同期差 ＋４億円
売上高販管費比率 18.8％ 前年同期差 △2.2ポイント

 償却費等の固定費圧縮

＜固定費圧縮の主な内訳＞
・ソフトウェア償却費
・業務外注費

△２億円
△１億円
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建 設 仮 勘 定 （ 注 ２ ） 696 2,256 ＋224.0％

ソフトウエア仮勘定（注２） 257 511 ＋98.8％

（単位：百万円）

科目名

15/５期
第１四半期

16/５期
第１四半期

金 額 金 額 前年同期比

【 設 備 投 資 額 】 964 526 △45.4％

有 形 固 定 資 産 707 149 △78.9％

無 形 固 定 資 産 257 377 ＋46.3％

（注１） 設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２） 建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。

設備投資額 ５億円（年間計画 132億円）

LOHACO関連 １億円

（参考）減価・ソフトウエア償却費 ８億円 （年間計画 38億円）

投資詳細

16/５期 １Ｑ 連結 設備投資
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15/５期 ８月度 16/５期 ８月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 5,774 5,793 ＋19

単 体 売 上 高 構 成 比

（ う ち Ｂ t o Ｂ 事 業 ）

17.0％

（18.0％）

17.3％

（19.0％）

＋0.3ポイント

（＋1.0ポイント）

オリジナル商品 （単位：アイテム）

インターネット売上高比率

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

（注１） 各期８月度の単月実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログを含みます。

15/５期
第１四半期

16/５期
第１四半期 前年同期差

イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 76.0％ 78.3％ ＋2.3ポイント

上 記 以 外 24.0％ 21.7％ △2.3ポイント

16/５期 １Ｑ インターネット売上高比率、オリジナル商品
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